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韓
国
訪
問
調
査
報
告
研
究
員
後
武
秀
藤
研
究
員
井
上
貴
也
期
二
O
O
三
年
八
月
一
八
日
1
二
四
日
間
調
査
地
韓
国
ソ
ウ
ル
、
全
州
、
光
州
今
回
の
韓
国
訪
問
調
査
は
、
韓
国
の
法
律
事
情
及
び
地
方
政
治
の
状
況
に
つ
い
て
現
地
の
研
究
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
関
連
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
っ
た
。
韓
国
は
、
長
期
に
わ
た
る
軍
事
政
権
の
も
と
で
経
済
発
展
を
遂
げ
、
特
に
軍
事
政
権
終
了
後
目
覚
し
く
発
展
し
た
が
、
ウ
ォ
ン
下
落
に
よ
り
経
済
の
停
滞
を
招
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
も
短
期
間
で
終
わ
り
、
近
年
は
安
定
し
た
経
済
状
況
に
あ
る
。
今
回
訪
問
し
た
地
方
都
市
で
あ
る
全
州
、
光
州
に
お
い
て
も
街
に
は
活
気
が
あ
ふ
れ
で
お
り
、
経
済
の
停
滞
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
他
方
、
経
済
の
発
展
に
伴
い
各
国
で
発
生
し
て
い
る
伝
統
的
生
活
習
慣
・
伝
統
的
規
範
の
変
容
は
や
は
り
韓
国
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
と
り
わ
け
儒
教
規
範
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
家
族
関
係
と
近
代
ヨ
l
ロ
ッ
パ
型
の
個
人
主
義
的
規
範
と
の
相
克
は
大
き
な
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
垣
間
見
な
が
ら
、
婚
姻
・
離
婚
と
い
っ
た
家
族
問
題
の
変
容
振
り
を
調
査
の
中
心
項
目
と
し
て
一
週
間
に
わ
た
る
調
査
を
行
っ
た
。
〈
報
告
〉
平
成
一
五
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
人
目
夜
、
ソ
ウ
ル
市
内
に
お
い
て
、
米
田
、
福
井
、
佐
藤
、
井
上
、
朴
、
お
よ
び
現
地
駐
在
の
松
本
、
そ
れ
に
韓
国
外
国
語
大
学
校
の
小
津
康
則
教
授
、
韓
国
中
央
大
学
校
の
津
崎
浩
一
教
授
と
合
流
し
、
今
回
の
調
査
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
両
教
授
と
も
に
か
つ
て
東
洋
大
学
で
研
究
生
活
を
送
ら
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
と
縁
の
深
い
先
生
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
調
査
で
は
好
意
的
な
援
助
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
韓
国
の
諸
事
情
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
教
示
を
受
け
、
韓
国
研
究
の
基
礎
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
ま
か
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
共
通
の
問
題
関
心
を
有
す
る
佐
藤
、
井
上
、
後
藤
が
一
方
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
共
同
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
日
午
前
中
に
韓
国
外
国
語
大
学
校
法
科
大
学
の
研
究
室
に
李
鋭
教
授
を
訪
問
す
る
。
李
教
授
は
東
大
で
労
働
法
を
研
究
さ
れ
て
お
り
、
流
暢
な
日
本
語
で
韓
国
の
法
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
午
後
、
李
銀
教
授
の
案
内
で
憲
法
裁
判
所
を
訪
問
す
る
。
一
九
八
七
年
の
民
主
化
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
た
裁
判
所
で
、
軍
政
時
代
の
法
制
度
と
民
主
化
後
の
社
会
実
態
と
の
調
整
や
二
つ
の
重
要
な
課
題
と
し
て
い
る
裁
判
所
で
あ
る
。
同
裁
判
所
で
は
大
阪
大
学
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
徐
輔
健
研
究
員
の
説
明
を
受
け
、
図
書
館
、
法
廷
を
見
学
し
た
。
二
O
日
午
前
中
、
今
回
の
訪
問
者
を
中
心
に
、
韓
国
共
同
研
究
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
午
後
、
韓
国
外
国
語
大
学
校
を
再
度
訪
問
し
、
商
法
専
攻
の
李
均
成
教
授
と
面
談
す
る
。
特
に
韓
国
の
会
社
法
事
情
に
つ
い
て
話
を
う
か
が
う
。
韓
国
で
は
法
律
と
実
務
が
相
当
議
離
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
韓
国
の
従
来
か
ら
の
伝
統
的
仕
組
み
と
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
希
離
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
、
企
業
と
政
権
の
癒
着
が
随
所
に
見
ら
れ
る
た
め
に
、
企
業
活
動
に
関
連
し
て
取
締
役
や
監
査
役
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。
同
様
一一
一
♀
抑
止
口
V
平
成
一
五
年
度
一
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
家
族
に
関
し
て
も
、
伝
統
的
な
儒
教
規
範
の
影
響
が
強
く
残
っ
て
お
り
、
法
律
上
は
男
女
同
権
で
は
あ
っ
て
も
、
家
族
内
に
お
け
る
権
威
性
の
維
持
、
男
尊
女
卑
的
思
考
様
式
が
今
な
お
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、
最
近
、
法
律
上
の
制
度
で
あ
る
戸
主
制
の
廃
止
が
立
法
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
年
度
内
に
戸
主
制
廃
止
の
立
法
が
行
わ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
が
、
各
地
で
旧
来
の
家
父
長
制
的
制
度
の
維
持
を
求
め
、
戸
、
王
制
廃
止
に
反
対
す
る
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
儒
教
倫
理
の
影
響
が
随
所
に
見
ら
れ
る
の
が
韓
国
の
家
族
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
済
活
動
の
進
展
は
必
然
的
に
女
性
の
社
会
進
出
を
促
進
す
る
の
も
現
代
の
傾
向
で
あ
る
。
韓
国
に
お
い
て
も
同
様
で
、
そ
の
結
果
、
一
つ
に
は
出
生
率
の
低
下
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
、
出
生
率
は
一
・
一
七
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
反
面
高
齢
化
が
進
み
老
人
の
ケ
ア
l
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
他
方
、
結
婚
と
離
婚
に
つ
い
て
も
現
代
的
課
題
が
発
生
し
て
き
で
い
る
。
統
計
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
二
O
O
二
年
一
年
間
に
お
け
る
結
婚
は
三
O
万
六
六
O
O
組
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
離
婚
は
一
四
万
五
三
O
O
組
に
達
し
た
。
離
婚
件
数
は
前
年
度
比
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
で
あ
り
、
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
離
婚
の
平
均
年
齢
は
男
四
0
・
六
歳
、
女
コ
一
七
・
一
歳
で
あ
り
、
結
婚
期
間
別
に
見
る
と
、
四
年
以
下
が
二
六
・
九
パ
l
セ
ン
ト
、
五
1
九
年
が
二
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
0
1
一
四
年
が
一
九
・
四
パ
l
セ
ン
ト
、
二
O
年
以
上
が
一
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
離
婚
訴
訟
も
増
加
し
て
き
て
お
り
、
二
O
O
一
年
に
お
け
る
離
婚
訴
訟
申
請
件
数
は
四
九
三
八
O
件
で
あ
り
、
前
年
比
一
三
・
コ
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
訴
訟
に
至
る
原
因
は
、
中
央
日
報
に
よ
れ
ば
、
配
偶
者
の
不
倫
が
四
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
次
い
で
不
当
な
待
遇
が
二
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
居
・
扶
養
義
務
違
反
が
三
一
・
四
パ
l
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
離
婚
訴
訟
急
増
の
背
景
に
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
う
経
済
力
四
の
向
上
が
あ
る
こ
と
は
一
一
首
う
ま
で
も
な
い
。
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
離
婚
が
急
増
し
て
い
る
状
況
は
、
韓
国
社
会
が
伝
統
的
な
儒
教
倫
理
社
会
か
ら
個
人
主
義
的
社
会
へ
と
変
遷
し
て
い
る
こ
と
を
一
万
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
一
種
の
杜
会
病
理
で
も
あ
り
、
行
き
過
ぎ
た
個
人
主
義
へ
の
反
省
が
、
先
に
見
た
よ
う
な
戸
主
制
廃
止
反
対
運
動
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
光
州
ま
で
赴
き
、
全
南
大
学
の
呉
在
一
教
授
と
面
談
す
る
。
呉
教
授
は
政
府
草
新
地
方
分
権
委
員
会
委
員
、
光
州
市
民
団
体
協
議
会
共
同
代
表
を
兼
ね
て
お
り
、
主
に
地
方
分
権
に
関
し
て
話
を
う
か
が
っ
た
。
韓
国
で
は
今
な
お
名
望
家
中
心
の
社
会
の
特
色
が
濃
厚
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
市
民
社
会
の
形
成
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
も
市
民
団
体
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
地
方
分
権
に
関
し
て
は
、
中
央
官
僚
の
抵
抗
が
大
き
く
、
な
か
な
か
促
進
で
き
な
い
状
況
を
う
か
が
い
、
東
ア
ジ
ア
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
当
研
究
所
と
も
交
流
の
深
い
崖
在
律
元
全
南
大
学
教
授
(
名
誉
教
授
)
と
面
談
し
た
。
崖
名
誉
教
授
に
は
韓
国
社
会
の
基
礎
構
造
と
も
一
言
う
べ
き
「
契
」
に
関
す
る
話
を
う
か
が
っ
た
。
地
縁
、
血
縁
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
作
ら
れ
た
「
契
」
が
韓
国
社
会
の
共
同
体
的
特
色
を
作
り
出
し
て
い
る
状
況
を
垣
間
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
特
に
漢
入
社
会
で
は
地
縁
、
血
縁
に
加
え
、
パ
ン
が
人
間
の
社
会
的
結
合
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
韓
国
社
会
で
は
「
契
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
人
的
関
係
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
日
全
州
に
移
動
す
る
。
全
州
は
李
氏
朝
鮮
時
代
の
古
い
町
並
み
を
残
し
て
お
り
、
こ
れ
を
観
光
資
源
と
し
て
い
る
地
方
都
市
で
あ
る
。
李
朝
の
文
化
の
香
り
が
随
所
に
残
っ
て
い
る
中
で
、
中
国
の
蘇
州
市
と
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
か
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
が
小
さ
い
な
が
ら
も
形
成
さ
れ
て
い
た
。
中
国
人
学
校
も
あ
り
、
中
国
語
の
看
板
も
少
し
あ
っ
た
が
、
ハ
ン
グ
ル
の
谷
間
に
申
し
訳
程
度
に
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
大
陸
系
と
台
湾
系
華
僑
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
儒
教
教
育
の
学
校
で
あ
る
郷
校
が
残
さ
れ
て
お
り
、
時
調
(
定
型
詩
。
日
本
の
詩
吟
の
よ
う
に
吟
ず
る
)
の
会
合
が
聞
か
れ
て
い
る
の
を
見
た
が
、
何
よ
り
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
郷
校
の
入
り
口
に
戸
主
制
廃
止
反
対
の
大
き
な
垂
れ
幕
が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
儒
教
倫
理
と
個
人
主
義
規
範
と
の
対
立
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。
二
三
日
全
北
大
学
校
の
、
郭
泳
字
名
誉
教
授
、
徐
巨
錫
教
授
、
金
大
貞
教
授
、
金
同
根
専
任
講
師
、
洪
春
義
専
任
講
師
と
面
談
す
る
。
地
方
自
治
体
の
合
併
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
決
し
て
容
易
で
は
な
い
状
況
が
う
か
が
え
た
。
例
え
ば
、
仁
川
広
域
市
は
国
際
空
港
や
国
際
港
を
抱
え
近
年
発
達
の
目
覚
し
い
広
域
市
で
あ
る
が
、
江
華
郡
を
合
併
し
て
広
域
市
を
形
成
し
た
た
め
に
、
近
年
江
華
郡
の
住
民
か
ら
の
不
満
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
全
州
市
と
完
州
郡
の
合
併
も
検
討
さ
れ
て
は
い
る
が
、
完
州
側
か
ら
の
反
対
が
多
く
、
進
展
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
合
併
反
対
の
理
由
と
し
て
は
、
税
負
担
の
増
加
に
対
す
る
危
倶
が
一
般
住
民
の
反
対
理
由
で
あ
る
の
に
対
し
、
公
務
員
の
側
か
ら
も
合
併
の
効
果
と
し
て
の
人
員
削
減
を
危
倶
す
る
声
が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
に
住
民
の
側
か
ら
も
、
公
務
員
の
側
か
ら
も
合
併
に
反
対
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
か
ら
、
地
方
自
治
体
の
合
併
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う
側
面
か
ら
の
要
請
は
あ
っ
て
も
、
合
併
が
な
か
な
か
進
展
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
二
四
日
ソ
ウ
ル
の
書
庖
で
関
係
資
料
を
購
入
し
、
今
回
の
訪
問
調
査
を
終
え
る
。
〈
報
告
〉
平
成
一
五
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
韓
国
に
み
る
経
済
発
展
と
都
市
化
に
よ
る
伝
統
文
化
の
変
容
に
関
す
る
調
査
客
員
研
究
員
米
田
公
丸
期
二
O
O
三
年
人
月
一
八
日
1
三
一
日
間
調
査
地
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
馬
山
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
に
伴
う
社
会
の
変
容
に
つ
い
て
、
伝
統
文
化
が
外
来
の
文
化
・
文
明
と
接
触
し
、
文
化
・
文
明
間
の
衝
突
や
そ
こ
ま
で
行
か
な
い
に
し
て
も
独
自
の
反
応
を
示
し
な
が
ら
、
受
容
と
伝
播
を
通
し
て
伝
統
文
化
が
変
容
を
示
し
て
い
く
実
態
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。
対
象
は
産
業
構
造
の
変
化
、
特
に
工
業
化
の
局
面
に
着
目
し
て
考
察
し
た
い
。
外
国
か
ら
の
海
外
直
接
投
資
活
動
は
一
九
六
0
年
代
に
見
ら
れ
た
が
、
一
九
七
0
年
代
以
降
に
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
ア
ジ
ア
の
国
々
で
激
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
が
見
ら
れ
た
が
、
一
九
七
0
年
代
半
ば
に
な
る
と
、
雇
用
機
会
の
増
大
、
所
得
効
果
、
貿
易
効
果
、
技
術
移
転
効
果
な
ど
が
顕
在
化
し
、
比
較
的
に
条
件
を
付
け
て
投
資
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
耳
目
I
Z
E政
策
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
切
口
B
f
E
S
E
政
策
な
ど
は
外
国
企
業
に
対
す
る
雇
用
に
関
す
る
条
件
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
製
品
、
製
造
法
に
つ
い
て
、
新
し
い
製
品
や
製
造
法
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
、
企
業
組
織
に
お
い
て
も
伝
統
的
な
も
の
か
ら
先
進
諸
国
の
企
業
組
織
が
導
入
さ
れ
る
。
問
題
は
そ
れ
ら
の
変
化
に
よ
っ
て
企
業
の
生
産
性
が
ど
の
様
に
変
化
し
た
か
で
あ
る
。
経
営
陣
、
技
術
陣
の
主
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
外
国
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
そ
の
他
の
従
業
員
は
伝
統
的
社
会
に
生
き
て
き
た
人
達
で
あ
る
。
新
し
い
経
営
陣
・
技
術
陣
に
加
え
て
、
最
新
式
の
機
械
設
備
の
導
入
で
あ
る
。
如
何
に
す
れ
五
